
 

3 

 

 

JGAP 指導員基礎研修＜家畜・畜産物＞の概要 

 

JGAP 指導員基礎研修の目的 

研修の目的は以下の 4点です。 

① GAPの考え方、仕組み、内容を理解する。 

② JGAP の管理点、適合基準の全項目をケーススタディーを交えて理解する。 

③ JGAP 指導方法を学ぶ。 

④ JGAP 指導員（※）の資格を取る。 

   ※団体内部監査員や審査員をお考えの方は、必須の資格となります。 

 

JGAP 指導員基礎研修＜家畜・畜産物＞内容 

 研修内容は以下の通りです。 

・ JGAP家畜・畜産物 概説 

 GAP とは？ 

 農産物輸出と GAP について 

 オリンピック・パラリンピックにおける食材の調達基準について 

 JGAP家畜・畜産物の開発について 

 JGAP家畜・畜産物の審査・認証体制および指導体制等 

・ JGAP基準書(家畜・畜産物)の解説（解説・ケーススタディー・グループワーク） 

Ⅰ．JGAP 総合規則 

 用語の定義 

 指導員の登録要件等 

Ⅱ．農場用 管理点と適合基準 

 Ａ.経営の基本（管理点 1～12） 

 Ｂ．経営資源の管理（管理点 13～23） 

 Ｃ．生産資材等の管理（管理点 24～26） 

 Ｄ．自給飼料生産工程の専用項目（管理点 27～31） 

・ JGAP審査・認証の流れ 

 審査のタイミング、申込方法等 

 JGAP マーク 

・ 質疑応答 

・ 試験配布・説明 

・ 受講者アンケートの回収 

 

試験および修了合格の基準 

・JGAP 指導員基礎研修には試験があります。試験は持ち帰りの試験です。研修終了時に試験用紙

を配布いたしますので、解答のうえ、提出期限までに GAP 総合研究所まで送付してください。送付
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の際、郵送事故が起こる可能性もありますので、必ずコピーを取りコピーを送付してください。（原本

はお手元に保管して下さい） 

 

・合格基準は以下の通りです。 

 研修期間中の出席時間が全体の９０％を超えていること かつ 

 試験の得点が８０点を超えていること 

 

合否の発表、再受講、再試験について 

・採点の結果、合格した受講者には合格証を送付いたします。また、日本 GAP 協会より指導員カード

が送付されます。（試験受領から合格証送付までにおおむね 1.5 ヶ月の期間を要します） 

・試験の得点が８０点未満の受講者は、１か月以内に１度だけ試験を再提出することができます。試験

の再提出をしても不合格となった受講者には、修了証を送付いたします。 

・研修期間中の出席時間が９０％に満たない受講者は、１２か月以内に１度だけ再受講することができ

ます。再受講しても条件を満たせない場合には、修了証を送付いたします。 

  


